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経験的グリーンテンソル法により求めた鳥取県西部地震余震域のメカニズム解の
空間分布

Determination of focal mechanisms for aftershocks of the 2000 M7.3 Tottori Earthquake
using the empirical Green tensor method
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 地震発生域の応力場を知る上で,微小地震のメカニズム解を高精度で推定することは重要である.地震メカニ
ズム解の推定には，主として地震波形を用いる波形インバージョン法と震源球上の P 波初動極性分布を用いる方
法がある．波形インバージョンにより震源のモーメントテンソル解を推定する場合，実際の複雑な地下構造を反
映した理論波形を得られるかが重要になる．現実には，微小地震のような規模の地震波形に卓越する数ヘルツ以
上の短周期成分を再現できる地下構造を推定することは困難である．一方で，P 波初動極性を用いて精度良くメ
カニズム解を得るためには，震源域近傍に多数の観測点が展開されている必要がある．しかしながら，現在の高
密度な観測点分布を用いてもマグニチュード２程度の微小地震のメカニズム解を精度よく推定することは困難で
ある．我々はメカニズム解が既知である複数の地震の観測波形から経験的に理論波形を計算する手法に着目し，
微小地震のメカニズム解を波形インバージョンにより推定する手法（経験的グリーンテンソル法）を開発してき
た［伊藤・他（2001）］．ここでは，2000 年鳥取県西部地震の余震のメカニズム解を，経験的グリーンテンソル法
により再決定した結果を報告する．
　解析には、鳥取県西部地震後に全国の大学により設置された臨時稠密地震観測網及び Hi-net で得られたデー

タを使用した．はじめに震源を均質観測点法により再決定した．その結果，800 個程度の微小地震（M0.5-3.6）
について精度よく震源位置が得られた．これらの地震について，臨時稠密地震観測網と Hi-net の観測点で得られ
たP波初動極性を用いてメカニズム解の推定を行った．その結果，50点以上の観測点で初動極性が決まり,かつ95％
以上のＰ波初動の一致率を示し,メカニズム解がユニークに決まる地震が 270 個ほどであった．
 Ｐ波初動によりメカニズム解を精度よく求めることが出来なかった,残りの 500 個の地震に対して，経験的グ

リーンテンソル法を用いたメカニズム解の推定を試みた．経験的グリーンテンソル法では，メカニズム解が既知
である複数の地震（マスターイベント）の観測波形より経験的に基底グリーンテンソルを計算し、モーメントテ
ンソルインバージョンによりメカニズム解を推定する．ここでは、先にＰ波初動分布によりメカニズム解が推定
できた地震をマスターイベントとして用いた．経験的グリーンテンソルは、スレーブイベントの震源域周辺（半
径 2．5ｋｍ）以内に存在する複数のマスターイベントを用いて計算した．経験的グリーンテンソルの計算及びモー
メントテンソルインバージョンにおいて用いた周波数帯は 1－4Ｈｚ,時間幅はＳ波到達時 0.5 秒前から６秒間で
ある.また,使用した観測点は,震源域周辺にある Hi-net の観測点 3点を用いた.
 すべてのスレーブイベントに対して,モーメントテンソルインバージョンによりメカニズム解の推定を行った

後、観測波形をよく再現することのできた地震のメカニズム解を選び出し,Ｐ波初動分布と比較したところ,おお
むねよい一致を示した.その結果、300 個程度の地震について新たにメカニズム解が推定できた.ここで得られた
メカニズム解の空間分布は,2000 年鳥取県西部地震合同稠密観測グループ(2001)によりＰ波初動分布から推定さ
れた空間分布と矛盾しない.さらに本手法では Hi-net の観測点を用いているため,臨時稠密観測網の設置時期以前
に発生した前震および直後の余震のメカニズム解,臨時観測終了後から現在までに発生した余震のメカニズム解の
推定が可能である.本手法により得られたメカニズム解より本震発生前後の応力変化の情報を抽出できると期待さ
れる
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